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＜目的＞　編布は織布に比べ低伸長荷重下での変形が大きく、自重の影響を受けやすい。

前報では糸の太さと編目密度を変化させてニット地ワンピースドレスを編製し、着用lhr後

の各部位の変形を観測することによって、シルエットの変化が素材の引っ張り特性に大き

く支配されることや、変形の大きさが部位によって異なることを明らかにした。本報では、

さらに時間の経過に伴う部位別の局所的な伸びを測定し、ニット地ワンピースドレスの着

用変形挙動に及ぼす布の引っ張りクリープ特性の影響を明らかにすることを目的とする。

＜方法＞　太さの異なる羊毛糸3種を用い、各々編目密度を3段階に変化させてJIS-L0103婦

人９号サイズに基づく袖無し、衿無しのワンピースドレスを計9種類編製した。9号サイズ

の人台にワンピースドレスを着装させ、着装後3iiiinから24hr(1440niin)間｡の定時t rainに、

予め入れておいた基準線の区間毎の長さを直接メジャーで測定して、元の長さに対する変

形率ｓを求めた。さらにその内3種の試料については、着装後10日間の長期実験を行った。

他方、20×20cinの試料片を用いてワンピースドレスの自重と等価の荷重を与えてクリープ

実験を行い、着装実験結果と比較した。

＜結果＞　時間ｔの経過に伴う伸びひずみ８との関係は次式で近似できることを確かめ、

各試料のαおよびｋを求めて着用による変形挙動を検討した。

　　s ＝a十ｋ ・ log t ( aは定数で着用lmin後のεの値、ｋはク'J ープ速度係数)

αおよびｋは、伸び易い試料ほど大きくなる傾向が捉えられた。以上の結果からニット地

ワンピースドレスの長期間着用による変形量を、素材の引っ張りクリープ特性からほぼ予

剛できることが明らかになり、ニット地衣服設計のための基礎的資料を得ることができた。

2Np-7　　　ニット地スカートのサイズ許容範囲と布の力学特性との関係
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＜目的＞　ニット地衣服は一般的に織物地に比べ伸び易く、広範囲のサイズをカバーでき
るといった特徴がある。しかし、実際に素材の異なる同一パターンのニット地衣服が、見
た目にも美しいシルエットとしてどの程度の体型やサイズをカバーすることができるか、

すなわちサイズの許容範囲に関してはほとんど解明されていない。本研究ではニット地ス
カートの物性とサイズの許容範囲との関係を、視覚評価に基づくシルエヽントの美しさから
とらえ、ニット地スカート設計のための基礎的資料を得ることを目的とした。

＜方法＞　太さの異なる市販の羊毛糸2種類を用い、さらに編み目密度を変化させた8種類
の試料を作製し、K E S －F B システムを用いて基本力学特性を測定した。次にJlSL0103
婦人9号サイズに基づき上記と同じ編み目条件のニット地タイトスカートを同一のパターン
を用いて8着作製した。これらのスカー'ﾄを、ヒップサイズが79cni～96cinの間で体型の異な
る被験者10人に着用させ、写真撮影により前後面および側面のシルエットを計測した。ま
た、前面および側面写真を用いて官能検査を行い、スカートの見た目の美しさを順位法に

より評価した。
＜結果＞　着用実験において、サイズの小さい被験者ではスカートがヒッ｡ブラインから裾
に向かい直線的に広がった形態を示すのに対し、サイズの大きい被験者では大腿部位置で
スカートのラインが内側へ湾曲し裾i'-向かって狭くなるなどの違いが見られた。また、同

一パターンのスカートでも力学特性によってシルエットが美しいと判断されるサイズの範
囲が異なる。このことより、本実験の範囲内において、外観良く着用できるニット地タイ
トスカートと着用者のサイズの範囲および布の力学特性の関連を提出した。
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